
放課後等デイサービス Passo くらぶ 支援プログラム 

〇支援における基本的な考え方 

・利用者の自立に向けて日常生活、社会生活に必要な能力を高めるための支援を行う。 

・利用者に学びと成長の機会を提供し、インクルージョン（包摂）を推進する中で地域社会への参加を支援する。 

・利用者の家族や学校等の関係機関と連携して安定して地域での生活ができるよう支援を行う。 

 

〇発達支援（本人支援・移行支援） 

・5 領域に対応した支援プログラムを提供し、日常生活・社会生活に必要な能力を高め、学校卒業後の就労・進学など成人期へ移行を見据えた支援を行う。 

支援プログラム内容 関連領域とねらい 

・ＳＳＴ（対人関係を円滑にするためのトレーニング） 

・お茶の入れ方、出し方、マナー 

・面接練習 

・英語、社会科学習 

＜言語・コミュニケーション＞ 言葉の理解を深め、対話と応答などコミュニケーシ

ョン能力を向上する。 

＜人間関係・社会性＞     人間関係に必要なマナーを身につけ、社会理解を深

めて社会性を向上する。 

・パソコン（Word、Excel、Power Point）の基礎学習と生活での活用 

・プログラミングの練習 

・SNS の使い方やトラブルの対処方法を学ぶ 

・ファイリング・ピッキング・封入作業練習 

・日常的によく使う漢字の読み書き、ペン字 

・文章の書き方、話し方 

＜認知・行動＞        作業・情報処理を通じて認知機能を向上する。認知

特性について見立てを深めて支援方法について検討

し、必要な対処法の習得につなげる。 

＜言語・コミュニケーション＞ 言葉の理解を深めて言語化能力を高め、ＰＣ等の情

報端末を利用した言語の処理やコミュニケーション

について理解を深める。 

・健康チェック・体調確認 

・生活科学習 

・買い物体験、お金の管理、そろばん 

・校外学習、調理実習、季節のイベント 

・理科実験 

・e スポーツ 

・日本文化体験（熱田神楽の練習、浴衣の着付け体験、昔の遊び） 

＜人間関係・社会性＞ 集団での主体的な活動、地域交流を通じて社会性を高める。 

＜運動・感覚＞ 各活動に必要な身体の動きや五感など感覚の活用を身につける。 

＜健康・生活＞ 食生活、生活リズム、体調管理、金銭管理について学ぶ。余暇活動

や遊びなどを通じて、挑戦・失敗、興味関心の発見等の情緒な体験

機会を持つ。 

＜認知・行動＞ 集団行動やコミュニケーションを通じて、場に合わせた物事の捉え

方、会話と行動について学習する。 



 

〇家族支援 

・連絡帳の活用等を通じて、事業所での様子について家族との情報共有を進める。 

・利用者の課題に対し、事業所と家族が協力して取り組むために個別面談を行う。 

・利用者の医療・福祉・生活に関わる相談、利用者の援助方法について助言・共有を必要に応じて行う。 

 

〇地域支援・地域連携 

・学校等との連携を図り、必要に応じて利用者の状態と課題・学習内容・支援の方法・支援ニーズ等の共有を行い、事業所内での支援を行う。 

・障害児相談支援事業所等との連携を図り、支援の方向性の確認や福祉サービスの利用状況の共有を進め、地域生活に必要な支援を行う。 
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